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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究においては、哺乳類特異的なゲノミック・エピジェネティク機構を解明するために、１）LTR

レトロトランスポゾン由来の哺乳類特異的遺伝子群の起原とその機能の体系的解析と、２）父親・母親

由来のゲノムの機能差異を生み出す哺乳類特異的エピジェネティク機構の解析を行っている。１）につ

いては、レトロトランスポゾン由来遺伝子群の網羅的解析から真獣類と有袋類は明らかに異なるグルー

プであること、また、Peg10 遺伝子が着床後の胎盤と母体の認識機構に関わることを明らかにした。２）

については、始原生殖細胞におけるゲノムインプリントの消失が細胞分裂に依存せず能動的機構で進

み、この機構に(polyADP)リボシル化酵素である PARP が関与することを明らかにした。 

遺伝子機能解析のためのノックアウトマウスの作製に時間を要したものの、研究は概ね順調に進展し

ていると判断される。しかし、まだ解析の残された課題もあり、また、より質の高い論文での成果発表

が望まれる。 


